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令和４年度 ドリームプラン 

 

ファッションブランドの設立 

 

家政学部服飾美術学科４年 A.H. S.C. 

 

１． ドリームプラン奨学生に応募したきっかけ 

私たちは服作りを学ぶために服飾美術学科に入学しました。そして服作りに

関する知識を得ていくうちに自分達のファッションブランドを持ちたいねと

話すようになりました。そこで今回ドリームプラン奨学生の制度なら、どのよ

うな課程をもってアパレルブランドの服が出来上がっていくのかを学ぶこと

ができ、将来の夢に大きく近づけると考えて応募しました。 

 

２． 企画概要 

ファッションブランド設立を目標に、OEM と共同で服の製作をしました。

デザインや生地の剪定を打ち合わせし、パターンとトワル製作、サンプル縫製

を OEM に依頼。修正を重ねサンプル完成までを行いました。 

 

３． 衣服制作上のテーマ 

ヨーロピアンスタイルが好きなチームのため、「ヨーロピアン」「ヴィンテー

ジ」をキーワードに、１８・１９世紀のヨーロッパで着用されていたドレスス

タイルを現代の形に落とし込んだ企画を行いました。また、この時代のドレス

のコレクターも多くいますが、古着ゆえ傷ついているものが多いのと、このテ

ーマを主題にしているアパレルブランドは多くないため、新しい道を切り開い

ていくことができると思い、このテーマに決定しました。 

 

４． 制作課程 

① OEM（パターンやトワル、サンプルを製造する企業）との打ち合わせ 

まずは今回、私たちが考えたデザインを形にしていってくださる OEM 業者

の方との打ち合わせです。普段大きなアパレル会社とも取引をしているような



業者様ですが、個人にも寄り添ってくださり、予算からどこまでが実現可能か、

どんな生地を使えば形になるかなど、詳しいことからシビアな話まで伺いまし

た。特に苦労したのは、予算内で自分達の理想のデザインをいかに実現してい

くかです。このデザインならこれくらいの見積もりで、このデザインを無くせ

ばあっちのデザインはできて〜など。私たちは服作りをしたことがあるものの、

業者様にやっていただくことに関しては全く知識がないものでしたから、予算

に対する服のデザインや生地の基準がわからず、沢山アドバイスをいただきま

した。 

打ち合わせの前にデザイン案は考えてありましたが、業者様が制作をしてい

くにあたって詳しくイメージを伝えるための資料を打ち合わせ後に作成しま

した。（下の画像です） 

 

1 回目の打ち合わせでのデザイン案・各パーツのイメージ画像・サイズ生地の柄

A.H. 

S.C. 



（生地感）の詳細資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

② デザインの構想 

初めは上の画像１、２枚目のようなデザインを提出しました。話し合いのう

ちに、襟の生地によってはワンピースの重みによって生地が伸びてしまうこと

や袖と裾のフリルが多くて膨張して見えてしまうこと、ビーズ等の装飾は職人

さんに頼むと高くつくこと、生地感によってタックの入れやすさが変わること、

伸縮性のないレースを腕の部分に使うと、腕が曲がらなくなること、肩紐をリ

ボンで結ぶデザインにする場合は、着用しているときに誤ってリボンが解けて

しまわないような工夫が必要なこと等々、デザインをするだけではわからなか

ったことを沢山吸収しました。また個人で着用する分には無理やり作ってしま

いそうなところでも、実際に販売することを想定した服作りには通用しないこ

とを学びました。 



 

最終決定デザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ トワルのチェック・修正 

デザインが決定してから約１ヶ月後、トワルが完成し、トワルチェック・修

正を行いました。ここではシルエットが合っているか、丈は長すぎたり短すぎ

たりしないか、ウエストの位置は正しいかなど、実際に着用して修正をおこな

っていきました。ここで学んだのは、思ったことはちゃんと口に出して相談を

していくこと。ここで決定したら、形を変えることはできないので、納得する

まで修正を行うことが忠実に作るために必要であると学びました。 

 

修正したトワル 

 

 

 

 



④ 生地の調達 

今回は OEM 業者の担当者様が生地イメージをもとに提案してくださった

生地と、主に日暮里繊維街で調達した生地（持ち込み生地）を使って制作して

いただきました。 

 

生地を使った場合のイメージ 

 

 

使用した生地のサンプル 

 

 



⑤ 完成 

トワルチェックから約１.５ヶ月でサンプルが完成しました。細かいチェッ

クを重ねたおかげで、イメージ通りのものが出来上がりました。トワルで使っ

た布（シーチング）とは、全く別物の布になるので、トワルの時とは違うドレ

ープの出方をしていたり、シルエットが少し異なっていたりと、改めて服作り

の難しさを痛感しました。デザインをする時点で布をある程度決めて、この布

ならこういう形になるなどと予測を立てていくことが大事であると学びまし

た。 

 

 

 

５． 撮影 

モデル２名とカメラマン１名に頼んで、服の撮影を行いました。 

先述したように「ヨーロピアン」「ヴィンテージ」を軸に衣服の制作を行いま

したが、撮影の雰囲気はヴィンテージ感を残しつつもただヨーロッパ風のかわ

いらしさだけではなく、日本の凛とした空気を取り入れた今までにない新たな

イメージに挑戦しました。また、衣服に合わせたアクセサリーの制作も行い、

撮影に挑みました。 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

６． ドリームプランを終えて 

情報化が進む社会で、プロフェッショナルでなくてもブランドを設立する

こと、その商品を売り買いすることが比較的身近なことになってきたと思い

ます。そんな中で、大学 4 年間、服飾について専門的に学んだ自分たちだか



らこそできる、より高度なマーケティング、良いものを作るということ、商売

としてやっていくための資金管理などについて実践的に学び、授業だけでは

得られないスキルを身につけることが出来たと思います。 

そして、漠然といつも頭の中にあった"自分のブランドを設立する"という

夢を、同じ学舎で過ごしたかけがえのない仲間と試行錯誤し実現させたこと

は、一生の宝物です。また、私たちの最終的な目標である、ショップ兼アトリ

エを持ち、新しいファッションジャンルとして私たちのものづくりを世界に

届けることの先駆けとして、この経験を今後に活かして行きたいと思います。 


